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する aversio の意味に対応していることが指摘されている。 




動詞 debere と否定表現 non との関係をめぐる精緻な分析をもとに明らかにしている。 
第 4 章「アンセルムスの自由論―proprie と improprie－」は、アンセルムスが invitus velle（意に反して
望むこと）という事態を否定していることの意味を検討している。本質的には、invitus velle は不可能である。
Invitus (ある人の意志に反して) は、nolens（望まずに）を意味するからである。アンセルムスは invitus の



































































  平成 30 年 1 月 20 日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本
論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。なお、学力の確認は、著者が「人
文社会科学研究科論文審査等実施細則」第 10 条（2）に該当することから免除し、審議の結果、審査委員
全員一致で合格と判定された。 
 
３ 結論 
  上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（文学）の学位を受けるに十分な資格を有
するものと認める。 
